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第1表※
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採取産業および加工1
工業における生産指数　　　　　　　48．8

（1955年＝100）

一

　（1935年＝100）〔A〕　100．0

全国銀行預金（10億円）

卸売価格指数
（1934－1936年・・　100）

1934－1936年の価格で
の全国銀行預金指数
　　　（10億円）
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預金指数の関係（％）
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※『本邦経済統計（1958年）』，東京，1959年，2，41，264ページ；《Monthly
circular・survey　of　economic　conditions　in　Japan》，　Tokyo，　October　1960，

pp．2－3，32－33の資料によって計算した。
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戦後日本における貸付資本市場と銀行制度
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※『経済統計月報』，1959年4月，1，3ページ；『証券年鑑（1958年）』，826ぺ
・… ジ；『財政金融統計月報』，1960年，第109号，55Ae・一ジ；《Monthly　drcular．
suruvey　of　economic　conditions　in　Japan》，　october　1960，　PP．32－33の資料

によって計算した。
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※　『経済統計月報』，1959年4月，1，3ページ；《Monthly　circular．　Survey
of　economic　conditions　in　Japan》，　october　1960，　PP．32－33；『本邦経済統’

計（1958年）』，39ページ；『経済情勢』，1960，第374号，46ぺ・・一・ジの資料によ
って計算した。
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第5表全国銀行預金※（10億円）

年

1935

1945

1947

1950

ig53

1956

1958

1960
（8月）

預金全体

金額

13」

119．8

234．4

1，　048．　5

2，707．7

4，764．2

6，494．1

7，925．2

％

100．　0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．　O

100．0

100．0

内 訳

要求払い預金

金額

5．4

43．9

186．2

632．2

1，430．1

2，305．2

2，　852．　6

2，917．0

％

41．2

36．6

フ9．6

60．2

52．8

48．4

44．　0

36．8

定期預金

金額　％

6．6

35．2

34．1

32L8

1，128．7

2，14L6

3，314．　8

4，819．6

50．　4

29．3

14．　5

30．6

41．6

45．0

」5Ll

60．8

別段預金

金劉％
1．1

40．7

14」

94．5

148．　9

317．4

326．7

188．6

8．4

34．1

5．9

9．2

5．6

6．6

4，9

2．4

※　『本邦経済統計（1958年）』，43－44ページ，『経済統計月報』1960年9月号，

25，60ページ。
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第7表　全国銀行主要資産項目※（10億円）

年

1935

1947

1950

1955

1960
（8月）

全　　体

金額

25．2

392．2

1，749．2

5，102．8

11，507，0

％

100．　O

100．0

100．0

100．0

100．0

・内 訳

貸付および
手形割引

金額％
9．0

168．3

994．7

3，195．9

7，472．7

35．6

42．9

56．8

62．7

65．0

内 訳

手形割引

金額1％

1．2

6．8

290．0

1，155．8

2，377．3

4．7

1．7

16．6

22．7

20．7

貸　 付

金劉％

7．8

161．5

704．7

2，040．1

5，095．4

30．9

41．2

40．　0

40．0

44．3

有価証券
保有高

金劉％

6．6

83．7

134．6

518．7

1，362．6

26．2

21．3

7。7

10．2

11．0

※　『本邦経済統計（1958年）』，39－－40ページ，「経済統計月報』1960年9月号，

23－・－24ページ。
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計　L・一一のいよ
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，第8表経済部門別全国銀行貸付・割引手形の構成※変銀年ぴあら

製造工業および電気
エネルギ・－me業

採　取，産　業

農　林　漁　業

建　 設　 業

卸売・小売商業

そのうち小売商業

信用・保険制度

運輸通信業
そ　　の　　他

1950年

10億円　％

541．4155．0

47．5

20．9

25．2

4．8

2．1

2．6

246．41　25。1

　［
224．3

16．7

44．　9

22．8

1．6

4．6

41．1　4。2

総 計lg8生11・α・1・76α61・α・

※　表は「本邦経済統計（1958年）』，67－72ページ
の資料によって作成した。

　　nt－’一化行の林るび銀
　1958年　　が貸資業のに行
1・億丙7鑛翌婆縫璽
3053．753．0たび九へ’ネ主
　　　　　と割五の主ル要
146．3　2．5い引八信とギな

　　　　　う手年用しi債
　98．l　L7　ζ形のはて産務
　　　　　との資副卸業者
130．2　2．3が構料次売にと

　　　　　わ成と的商従し
1652．528．　6かにをな業事て
　　　　　るお対地ですあ
1489。625．8でい比位あるら
　　　　　あてすをる諸わ
　90．6　1．6ろはるし゜会れ
　　　　　う全なめ採社る
300．8　5．2＿体らて取での

　　　　　第とばい産あは
294．4　5．1　八し1’る業iる’

　　　　　表て五Q’°製
　　　　　罵ほ○一農第造
　　　　　　と年九業二工
　　　　　　ん代五お位業
　　　　　　どの○よにな
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第9表※

受入額（10億円）

払戻額（10億円）

預金残高（10億円）一

一ム般当座預金
回　転　率＊

1949年

20，274．1

19，999．8

771．3

12．63

1954年

71，648．3

71，317．1

2，977．9

18．84

1958年

134，840．4

133，887．0

6，32L2

31．32

※　『本邦経済統計（1958年）』，51－52ページ。

＊　　　　　　一般当座預金払戻額
　一般当座預金残高二銀行手持小切手・手形

）は一を積つ
一 時九とすた貸

　倍に資用’実

゜率のとの引つ
　は規え上がっ
　’模ば昇集あ

五もな比○役減形そ枚ば後期本　断換つ形払　達
九高し較年割少のの数一のにの経す所い交取自し一
年かたしにはし価なは」九最は壊済るにて換引己た九
にっ゜ては強た格か’四初’滅的こ基は制のの゜五
はた比一全力゜はで一五の手が混と本’度集得
一゜ 較三国にそ’大九年時形も乱が的日に積意
六す価二手増の比阪三に期交はとでに本とば先
○な格・形大後較で五はに換やイき集のっ’の
％わで二交し’価は年’おの問ンる積大て戦手
だちは％換’復格ほと全い役近フ（さ都の後形
け’そを所戦興でと比国て割いレ第れ会もそ・
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と〇九に数に時太少・行態退第の
も・三はは上期阪し六がでし二な
な一五四’廻にでた倍持あた次か
つ％年四一つはは゜も参っ’°世で
てだの五九た手六そ減した日界帝’

け水・三゜形三し少た゜本大国
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第10表銀行手形交換※

年

1935

1945

1950

1955

1959

全 国

枚数
（100万枚）

41．2

11．5

54．5

128．6

183．4

金額
（10億円）

64．1

173．4

9，699．8

33，008．4

57，190．5

内 訳

六大都市

枚数
（100万枚）

34．4

8．7

41．6

96．6

138．2

金額
（10億円）

60．0

150．9

7，761．9

27，393．6

47，106．9

I

そのなかで
東 京　大 阪

枚数金額枚数金額
（100万枚）（且0億円）（100万枚）（10億円）

15．2　　 25．5

4．3　82．6

22．9

．5L2

4，373。1

15，442．3

73．　3！27，　291．・

10．5

2．3

互α1

25．8

37．5

22．7

43．5

1，　943．　2

7，494．　6

12，065．1

※『本邦経済統計（1958年）』，33ページ，『経済統計月報』，ig60年9月号，

21ページ。　　、　’
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第11表　日本における銀行信用の地理的分布※

地 方

北海’道
東　　北
関　　東
そのうち東京都

北　　陸
中　　部
そのうち愛知県

近　　畿
そのうち大阪府

中　　国
四　　 国

九　　州

預 金

1930年

100万円％

1958年

10億円　％

203　2．0

406　4．0

3031　29．9

2372　　23．4

436、4．3

1321　　13，0

608　6．0

3238　　32．O

l808　　17．7

638　6．3

268　2．6
6005．gi

212

234

2612

2091

223

813

433

1537

988

315

150

388

3．2

3．6

40，　3

32．3

3．5

12．5

6．7

23．7

15．3

4．9

2．3

6．0

貸付および割引手形
1930年

1・・万円レ

1958年

1・劇％
109

359

2472

1960

327

890

314

2112

1403

301

179

438

1．5

4。9

34．3

27．2

4．5

12．6

4．3

29．3

19．5

4．3

2．5

6．1

158

173

2571

2280

166

633

383

1504

1130

230

109

270

2．7

3．0

44．3

39．3

2．8

10．9

6．6

25。9

19．5

3．9

1。9

4．6

総
訓1・1411　1・… 64，84i　1・…171871・αd　5814い・…

※『本邦経済統計（1958）』，55－－58ページ。

　　　’売だすたは九ら調と六九。〇三行るて　　A8験一消価ける゜日月れ整関か四三八五のイお
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